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民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
つ
い
て
～
消
滅
時
効
①
～ 

事 務 局 便 り 

 

規模の大小を問わず、多くの企業のお客様が、弊所を顧問弁護士事務所としてご依頼くださっています。契約書や社内規則の作成・修正、コンプライアンスに関するご相談、訴訟、

紛争対応など、ご遠慮なく、info＠imazulaw.com 又は代表電話（☎03-5224-3235）へご連絡頂ければ幸いです。発行日: 平成 29 年 11 月 17 日 発行元: 弁護士法人今津法律事務所  所在

地:東京都千代田区大手町 1-6-1 大手町ビル 8 階 当レターがご不要である方は、大変お忙しいところ恐れ入りますが、info＠imazulaw.com へご連絡頂ければと存じます。 

■
原
則
的
な
ル
ー
ル
が
、
「
債
権
者
が

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
時
か
ら
５
年
間
」
又
は
「
権

利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら

１
０
年
間
（
た
だ
し
、
人
の
生
命
又
は

身
体
の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権

に
つ
い
て
は
２
０
年
間
）
」
の
い
ず
れ

か
早
い
方
に
変
更
さ
れ
ま
す
（
新
１
６

６
条
１
項
、
新
１
６
７
条
）
。 

よ
っ
て
、
「
客
観
的
に
は
権
利
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
債
権
者
が

そ
れ
を
知
ら
な
い
」
と
い
う
あ
ま
り
多

く
な
い
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
原
則
と
し

て
５
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

■
民
法
上
の
短
期
消
滅
時
効
、
商
法
上

の
商
事
消
滅
時
効
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

■
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
変
更
が
あ
り

ま
せ
ん
が
（
新
７
２
４
条
）
、
人
の
生

命
又
は
身
体
を
害
す
る
不
法
行
為
の
場

合
に
つ
い
て
は
、
損
害
及
び
加
害
者
を

知
っ
た
時
か
ら
５
年
間
に
延
長
さ
れ
ま

す
（
新
７
２
４
条
の
２
）
。 

 

今
回
か
ら
は
、
重
要
な
改
正
点
の
１

つ
で
あ
る
、
消
滅
時
効
に
関
す
る
改
正

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
回
は
、
現
行
民
法
の
内
容
と
、

改
正
点
に
つ
い
て
で
す
。 

 

現
行
民
法
の
内
容 

 

現
行
民
法
で
は
、
債
権
（
例
：
売
買

代
金
債
権
）
の
消
滅
時
効
が
成
立
す
る

た
め
に
必
要
な
期
間
は
、
「
権
利
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
１
０
年

間
」
と
い
う
の
が
、
原
則
的
な
ル
ー
ル

で
す
（
１
６
７
条
１
項
）
。 

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権

に
つ
い
て
は
、
「
損
害
及
び
加
害
者
を

知
っ
た
時
か
ら
３
年
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
（
７
２
４
条
）
、
１
０
年

間
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
主
に
、
契
約
に

基
づ
く
債
権
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

１
０
年
間
と
い
う
原
則
的
な
ル
ー
ル

に
対
し
て
は
、
多
く
の
例
外
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
商
行
為
に
よ
っ

て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
、
５
年
間

で
す
（
商
事
消
滅
時
効
・
商
法
５
２
２

条
）
。
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
労
働

者
の
賃
金
の
請
求
権
は
、
２
年
間
で
す

（
労
働
基
準
法
１
１
５
条
）
。 

さ
ら
に
、
民
法
上
も
、
短
期
消
滅
時

効
と
呼
ば
れ
る
各
種
の
例
外
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
１
７
０
条
～
１
７
４

条
）
。
例
え
ば
、
医
師
の
診
療
に
関
す

る
債
権
は
３
年
間
（
１
７
０
条
１

号
）
、
飲
食
店
の
飲
食
料
は
１
年
間
で

す
（
１
７
４
条
４
号
）
。 

 

改
正
点 

 

こ
の
よ
う
に
、
消
滅
時
効
に
関
す
る

現
行
民
法
の
規
定
は
、
複
雑
で
わ
か
り

に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
民

法
上
の
短
期
消
滅
時
効
が
現
代
に
お
い

て
合
理
性
を
有
し
て
い
る
の
か
疑
問
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の
民
法
改

正
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
、
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー 

弁
護
士
法
人

今
津
法
律
事
務
所 

 

相
続
に
お
け
る
預
貯
金
の
取
扱
い
の
変
更
点 

従
来
、
被
相
続
人
（
亡
く
な
っ
た

方
）
が
有
し
て
い
た
預
貯
金
は
、
原
則

と
し
て
、
相
続
開
始
と
同
時
に
、
相
続

分
に
応
じ
て
自
動
的
に
分
割
さ
れ
、
共

同
相
続
人
間
で
合
意
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
遺
産
分
割
の
対
象
に
な
る
と
解
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
時
、
最
高
裁
が
判
例
を

変
更
し
、
預
貯
金
は
、
相
続
開
始
と
同

時
に
自
動
的
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
遺
産
分
割
の
対
象
に
な
る
と
い
う

判
断
を
行
い
ま
し
た
（
最
大
決
平
成
２

８
年
１
２
月
１
９
日
）
。 

そ
こ
で
、
判
例
変
更
に
と
も
な
い
取

扱
い
が
変
更
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 【
金
融
機
関
へ
の
払
戻
し
請
求
】 

従
来
も
、
共
同
相
続
人
の
一
人
が
金

融
機
関
の
窓
口
で
払
戻
し
を
求
め
た
場

合
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、
遺
言
が

存
在
す
る
か
判
断
で
き
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
通
常
、
払
戻
し
に
は
応
じ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

も
っ
と
も
、
従
来
は
、
共
同
相
続
人

の
一
人
が
、
訴
訟
等
に
よ
っ
て
、
金
融

機
関
に
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
払
戻
し

を
請
求
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
た
。
し

か
し
、
判
例
変
更
後
は
、
こ
の
よ
う
な

請
求
も
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
相
続
分
な
ど
に
争
い
が

あ
り
、
相
続
人
全
員
の
合
意
が
成
立
し

て
い
な
い
場
合
に
は
、
払
戻
し
を
行
う

た
め
に
は
、
遺
産
分
割
調
停
を
申
し
立

て
て
合
意
を
成
立
さ
せ
る
な
ど
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
方
が
わ

か
ら
な
い
相
続
人
が
い
る
場
合
に
は
、

不
在
者
財
産
管
理
人
の
選
任
を
申
し
立

て
る
な
ど
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。 

 

【
緊
急
を
要
す
る
支
出
へ
の
対
応
】 

従
来
、
葬
儀
費
用
の
支
払
な
ど
緊
急

を
要
す
る
支
出
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
金

融
機
関
も
、
変
更
前
の
判
例
を
前
提
と

し
て
、
共
同
相
続
人
の
一
人
に
よ
る
窓

口
で
の
払
戻
し
に
応
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
判
例
変
更
後
に
と

も
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
払
戻
し
に
は

応
じ
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
場
合
、
裁
判
所
に
「
仮
分
割
の

仮
処
分
」
を
申
し
立
て
る
こ
と
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
現

在
、
裁
判
所
の
手
続
を
経
ず
に
仮
払
い

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
法
改
正
も

検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

【
遺
産
分
割
協
議
へ
の
影
響
】 

例
え
ば
、
遺
産
が
預
貯
金
の
み
で
、

共
同
相
続
人
の
一
人
に
特
別
受
益
又
は

寄
与
分
（
相
続
財
産
に
特
別
の
寄
与
が

あ
っ
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
取
得
分
）

が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
従
来
は
、
共

同
相
続
人
間
で
合
意
が
な
い
限
り
、
預

貯
金
は
自
動
的
に
分
割
さ
れ
て
し
ま
う

た
め
、
特
別
受
益
や
寄
与
分
を
考
慮
し

た
解
決
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
判
例
変
更
後
は
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
判
例
変
更
に
よ
っ
て
、
既
に

行
わ
れ
た
遺
産
分
割
の
効
力
が
失
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
変
更
前
の
判
例
を
前
提
と
し
て
、

預
金
を
含
め
ず
に
遺
産
分
割
を
行
っ
て

い
た
場
合
、
預
金
に
つ
い
て
は
遺
産
分

割
が
未
了
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

弁護士法人 

今津法律事務所 
IMAZU LAW OFFICES 

〒100-0004 
東京都千代田区 

大手町 1-6-1 
大手町ビル 8 階 

☎ 03– 5224- 3235 

 

時
事
ニ
ュ
ー
ス 

～ 

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
の
開
始 

～ 

今
年
の
５
月
２
９
日
か
ら
、
全
国
の
法
務
局
で
、
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
は
、
相
続
が
発
生
し
た
際
、
遺
言
が
存
在
す
る
場
合
を
除
い
て
、
不
動
産
の
相
続
登
記
や
、

預
金
の
払
戻
し
に
は
、
法
定
相
続
人
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
各
法
務
局
や
金
融
機
関
に
、
順

次
、
何
通
も
の
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
は
、
原
本
の
還
付
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
し
た
。 

新
し
い
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
を
収
集
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
法
務
局
に
申
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
登

記
官
に
よ
る
認
証
文
付
き
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
の
交
付
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
を
複
数
通
取
得
し
、
何
通
も
の
戸
籍
謄
本
に
代
え
て
、
各
法
務
局

や
金
融
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
続
手
続
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
素
よ
り
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
、
ご
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

弁
護
士 

今
津 

泰
輝 


